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３年連続で保育の「待機児童ゼロ」を実現しました 

令和２年度の認可保育所入所申込者（4,289 名：前年度比 142 名増）について、丁

寧な利用調整等に取り組んだ結果、本区の待機児童数（令和 2 年４月１日現在：国

基準）は、３年連続でゼロとなる見込みとなりました。 

都市部の自治体の多くが待機児童の解消に至らず、また、一度待機児童ゼロを実

現しても、その翌年には待機児童が発生してしまうケースもある中で、本区が３年

連続でゼロを実現できたのは、この間、手綱を緩めることなく認可保育所の計画的

な整備に取り組んだ結果です。 

区では待機児童ゼロの継続はもちろんのこと、「希望する全ての子どもが認可保育

所に入所できる環境」を整えるため、認可保育所を核とした施設整備を進めるとと

もに、保育の質の確保や障害児保育等の多様な保育サービスの充実に向けて、引き

続き取り組んでいきます。  

   

■認可保育所の整備状況 

区では、令和元年度も認可保育所の計画的な施設整備に取り組み、その結果、認

可保育所数は 165 カ所（平成 22 年度比約 2.8 倍）、認可保育所定員数は 13,108 名

（同比約 2.5 倍）となりました。これにより、認可保育所等入所決定率は 84.1％と

なっています。  

一方、認可保育所等に入所できなかった方が 15.9％存在していることに加え、当

面は、保育需要の増加が見込まれることから、「保育の質」の維持・向上を図りつつ、

引き続き必要な認可保育所の整備を進めていくこととしています。 
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＊１：認可保育所・地域型保育事業（小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育）。 

＊２：特定の保育所を希望されている方、各年４月時点で復職の意思がないと判断される育児休業中の方等が該当。 

 

■認可保育所入所申込者数等の状況               （各年４月１日現在） 

 

 

 

 

【保育の質の維持・向上を図る新たな取り組み】 

 

■中核園による支援 

区立保育園 7 園（各地域 1 園）を中核園に指定し、各地域における保育施設間の連携・

情報共有等を促進し、各施設における保育内容の向上を支援 

『主な支援内容』 

・地域懇談会の企画・開催 

・研修による職員の資質向上 

・保育内容に関する身近な相談窓口（すぎなみ保育サポートライン） 

・安全対策に関する情報提供 

 

■認可保育所に対する新たな園庭確保のための支援 

 認可保育所が、保育内容の一層の充実に向けて新たに園庭を確保する際、区独自

に用地購入費の借入金利子、用地賃借料、園庭整備費を補助 

 

■園児等の遊び場の確保 

 区立公園内に、保育施設の園児等の乳幼児が遊べる遊び場を 3 年間で 16 カ所整備

（既存の「すくすくひろば」（14 カ所）と合わせて 30 カ所）。令和 2 年度は 5 カ所

整備 

 

■障害児保育の充実 

 障害児指定園を、現在の区立保育園 9 カ所から 15 カ所に拡充 

  

 
 
【問い合わせ先】 

保健福祉部保育課： ０３－３３１２－２１１１ 内線１３７１ 
 

項目 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 令和 2 年 

①入所申込者数 4,457 名 4,080 名 4,147 名 4,289 名 

②認可保育所等（＊１）入所者数 2,921 名 3,019 名 3,199 名 3,349 名 

③申込取下・内定後辞退数 313 名 383 名 388 名 308 名 

④認可外保育施設の入所者数 866 名 363 名 281 名 283 名 

⑤除外数（＊２） 328 名 315 名 279 名 349 名 

待機児童数＝①－（②＋③＋④＋⑤） 29 名 0 名 0 名 0 名 


